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癌の免疫療法の可能性
田 口　　鐵　　男＊
　癌の治療法として外科（手術）療法，放射線
療法，化学療法の三つがある。しかし，免疫療
法が第四の方法として登場せんとしでいる。
　いろいろの感染症に対して，抗生物質による
化学療法が，すばらしい治療成績をあげている
ことは衆知の事実である。しかし，すべての抗
生物質が感染症を起している病源菌をみな殺し
ているわけではなく，多くの場合，ある程度菌
の発育がおさえられるとそれから先は生体自身
の抵抗力すなわち免疫力が働いて菌を処理して
しまって感染症は完全に癒ってしまうのである。
　近年，免疫生物学に関する進歩は目覚ましい
ものがある。癌という疾病における免疫の関与
については，ほとんど断片的にしか情報がえら
れていなかったが，自然発生した自家癌に対し
て宿主は弱いながらも免疫抵抗性を発揮するこ
とも，ほ・“確実となってきている。しかし，癌
そのものが生体の免疫抵抗性がしっかりしてい
ない状態すなわち免疫不全を基盤として成立す
ることが多く，また，ひとたび癌が発生しどん
どん増殖して来ると，一層免疫不全の状態が増
強してくることも明らかになりつつある。した
がって，癌に対して宿主は免疫力を有するにも
かかわらず癌を制するぽどにはいたらないので
ある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”
　もともと，生体には免疫監視機構というもの
が存在して，自己と非自己の成分をよく識別し，
非自己の成分に対しては免疫応答をして排除す
る能力をもっている。
　癌という病気においては，この免疫監視機構
が十分に発動されないため，生体は自己の体内
に発生した癌を非自己として認識できなく，そ
のために癌の成立を許してしまっている状態で
ある。しかも，癌を持っているということで，
免疫監視機構の不全状態はさらに強められると
共に，宿主にとってはますます不利になってゆ
くのである。
　生体の免疫監視機構に中心的役割を演ずるの
はT－cell（胸腺または胸腺由来の細胞系列）で
あることも最近明らかになって来た。したがっ
て生体の癌に対する免疫抵抗性の主役はT－
cell系列であって，癌という病気においては，
実験癌においても入癌においても，このT－
cell系列の機能が低下していることが，いろい
なな方法で実証されている。
　そこで癌という疾病の治療における一つの課
題として，いかに低下しているT－cellの機能
を回復させるか，あるいは低下するのを予防す
るかということがある。
　一方，従来の癌に対する放射線療法あるいは
制癌剤による化学療法が生体に対して免疫抑制
的に作用することも事実である。したがって決
して癌の治療にとって良いことではない。むしろ，
癌の発育増殖を助長させることにもなりかねな
い。このような放射線あるいは制癌剤の副作用
ともいうべきものを防ぐ方法はないであろうか。
癌細胞自体を放射線あるいは制癌剤にて殺すこ
とはさほど難しいことではない。しかし，これ
らによる治療法は担癌宿主に対しても免疫抑制
的に作用するので問題は複雑である。
　いずれにしても，癌の治療を進める上に，当
然T－celJの機能不全を予防したり，♂あるいは：
回復させる必要がある。このような作用を持つ
物質は免疫強化剤ともいうべきものかも知れな
い。従来の制癌剤の中にも直接癌細胞に作用す
るのではなく，どうも宿主を介して制癌性を発
揮するものがあるし，また免疫学の方ではアジ
ュバントAdjuvantと呼ばれる免疫強化作用を
示す物質が多数知られている。
　そこで，こういう免疫強化作用を有する物質
の中には宿主を介して制癌性が期待されるもの
があるかも知れないし，また，免疫抑制的に働
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く制癌剤とか放射線と組合せてゆくと，いまよ
より有効であるかも知れない。
　そのようなことから癌の免疫療法が考えなお
されっ・ある。そして，ある種のものがT－
cellの活性の低下を抑制することや低下した機
能を高めるような確証がえられつ・ある。
　これら免疫強化能の示す物質として興味ある
二，三のものをあげてみる。
　1）レンチナンはchiharaらによってシイタ
ケから抽出された多糖体で，マウスのサルコー
マ180という腫瘍に対して抗癌性を示し，その
作用はどうもT－cellの低下した機能を改善す
ることが抗癌性につながっているようである。
　2）PS－Kはさるのこしかけ科に属するかわ
らたけから抽出し精製した蛋白多糖体である。
これも実験腫瘍に対する抗癌性が認められ，そ
の作用は宿主を介して発揮されるようである。
我々の研究からPS－Kは担癌宿主の細胞性免疫
能の低下を阻止したり，癌切除後は速かに回復
せしめたり，あるいは制癌剤で低下した免疫能
を阻止したり回復せしめる作用があることが解
ってきた。しかも本物質は経口的投与にて，こ
のような作用を有することが特徴的である。目
下，臨床的に試用されている。
　3）結核菌菌体成分が強いアジュバント活性
を有することは古くから知られている。これが
レンチナンやPS－Kと異なる点は正常の動物に
おいてもT－cellの補助活性に対して強い促進
効果を示すことである。レンチナンやPS－Kは
正常動物でみられる免疫能をそれ以上には高め
ないが，低下するのを予防したり回復させる作
用があるわけである。以前から癌の末期になる
とツベルクリンテストが陰性化することが知ら
れている。そこで，ヒトのある種の癌において
B．C．　G（結核菌の弱毒化した生菌）を注射する
ことが外国ではさかんに試みられている。そし
て，メラノーマ（皮膚の癌の一種）などにはあ
る程度の効果が認められている。我国において
1よYamalnuraらはこの有効成分の抽出精製を
試み，すでにある程度成功しつつある。
　4）嫌気性コリネバクテリウムは皮膚や腸管
などに常在し，病原性は認められていない細菌
であるが，これのある種のものがやはりB．C．
G．と似たような性質を持っていて，どうもア
ジュバント作用というか，宿主を介しての抗癌
性を発揮するらしいことが解りつつある。
　その他にもOK－432（溶血性連鎖状球菌）に
も，同じような作用があるらしいというような
ことが考えられつつある。
　このように，多くの免疫強化剤的なものにつ
いての検討がなされつつある。そして，その実
用化がす・められている。その中には確かに，
T－cellを介してアジュバント効果を発現するこ
とが明らかになったものもある。
　しかしながら，癌に対する抵抗性の免疫学的
機序に関してはまだ不明の点も多く，これから
の問題であろうとは思はれる。いずれにしても
丁丁状態では免疫監視機構が乱れ免疫応答が悪
くなっているのであるから，これのどこを強化
改善するのが抗癌性と閉るかをもっともっと追
究しなければならない。
　さらに，将来，癌の弱い抗原性を利用しての
免疫療法も検討されるものと考えられる。癌と
いう病気は単純な局所的病変ではなく，全身病
なのである。いろいろな代謝の乱れや免疫不全
をおこしてくるから，従来の癌細胞を攻撃する
ばかりの治療法ではなく，宿主側にたっての治
療法も大切である。か・る意味から免疫療法と
くにアジュバント療法は意義あるもので是非完
成しなければならない問題である。
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